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第５回県政インターネットモニターアンケート集計結果

仕事と子育ての両立を意識した住宅に関するアンケート

消費者教育等に関するアンケート

観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、

合計が 100％にならない場合がある。

○仕事と子育ての両立を意識した住宅に関するアンケート

人口減少対策として子育てしやすい住環境の整備が求められています。このような状況

の中で、住宅に関してどのような需要があるかを調査し、今後の住宅施策の取組の参考と

させていただきたく、ご協力をお願いします。

○消費者教育等に関するアンケート

悪質商法などの被害を減らし、人や地球環境にやさしい持続可能な社会を実現していく

ためには、消費者自身が表示や契約について確かな知識を身につけ、自らの消費行動を

通じて将来の社会や環境をより良いものにしていくという消費者市民社会の考えを意識し

て行動することが必要です。

また、全ての人が自由に活動できるとともに、お互いを理解し、認め合い、思いやりあふ

れる共生社会を実現していくためには、全ての人のためのデザインという「ユニバーサルデ

ザイン」の考え方を推進していくことが必要です。

今回、県民の皆様から率直なご意見を伺い、今後の消費者教育等の施策の参考とするた

め、アンケートにご協力ください。

○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

観光の発展は、国内外からの交流人口の拡大により、地域産業の活性化や雇用創出など

の経済的効果に加え、異なる価値観の尊重や国際的な相互理解の促進、地域への愛着や

誇りの醸成など、多岐に渡り大きな効果が期待できます。

本県観光の持続的な発展に向けて、県民の旅行状況や旅行者の受け入れに対する意識

などを把握することにより、今後の観光施策の参考とさせていただきたいので、御協力をお

願いします。
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回答者数：458 人（回答率：82%）

カテゴリー名 回答者数 ％

性別

男性 194 42.4%

女性 261 57.0%

その他 3 0.7%

年代

10 代 10 2.2%

20 代 35 7.6%

30 代 46 10.0%

40 代 75 16.4%

50 代 128 27.9%

60 代 85 18.6%

70 代 59 12.9%

80 代 20 4.4%

90 代 0 0.0%

住所

賀茂 3 0.7%

東部 143 31.2%

中部 167 36.5%

西部 145 31.7%

県外 0 0.0%

職業

自営業 32 7.0%

会社員 138 30.1%

公務員 17 3.7%

パート・内職従事者 79 17.2%

学生 35 7.6%

無職 133 29.0%

その他 24 5.2%
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○ 仕事と子育ての両立を意識した住宅に関するアンケート

問１ あなたが現在お住まいの住宅は次のどれにあたりますか。（回答数は１つ）

問２ あなたのお住まいの住居の世帯構成は次のうちどれにあたりますか。（回答数は１つ）

１　一戸建ての
住宅（持家） 
77.9%

２　一戸建ての
住宅（賃貸） 

2.0%

３　マンション、
アパートなど（持

家） 7.9%

４　マンション、
アパートなど（賃

貸） 12.0%

５　その他 
0.2%

ｎ＝458(回答数１)

１　３世代同居
（親、子、孫（18
歳以上）） 5.9%

２　３世代同居
（親、子、孫（18
歳以下）） 4.6%

３　２世代同居
（親、子（18歳以
上）） 27.1%

４　２世代同居
（親、子（18歳以
下）） 20.7%

５　夫婦のみ世
帯（夫婦どちらも

40歳以上） 
29.3%

６　夫婦のみ世
帯（夫婦どちら
かが39歳以下） 

1.5%

７　単身世帯 
9.6%

８　上記以外 
1.3%

ｎ＝458(回答数１)
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問３ あなたが現在お住まいの地域は次のどれにあたりますか。（回答数は１つ）

問４ あなたは在宅勤務をしたことがありますか。（回答数は１つ）

１　住宅地域 
79.3%

２　商業地域 
5.7%

３　工業地域 
1.5%

４　農漁村地域 
5.0%

５　山間地域 
3.7%

６　その他 
0.9%

７　わからない 
3.9%

ｎ＝458(回答数１)

１　はい 26.6%

２　いいえ 
73.4%

ｎ＝458(回答数１)



5

問４－２ 問４で選択肢１を選択された方に伺います。自宅のどのスペースで在宅勤務を行いましたか。

（複数回答可）

問４－３ 問４で選択肢１を選択された方に伺います。在宅勤務で不便に感じたことはありますか？

（回答数は１つ）

１　はい 44.3%

２　いいえ 
55.7%

ｎ＝122(回答数１)

46.7%

24.6%

32.0%

9.0%

9.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１　リビング（居間）

２　ダイニング（食事スペース）

３　書斎

４　寝室

５　その他

ｎ＝122(複数回答可)
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問４－３－２ 問４-３で選択肢１を選択された方に伺います。在宅勤務で不便に感じたことはどのようなこ

とですか。（複数回答可）

問５ あなたは子育てをしたことがありますか？（回答数は１つ）

１　ある 
69.0%

２　ない 
31.0%

ｎ＝458(回答数１)

57.4%

37.0%

42.6%

24.1%

31.5%

9.3%

14.8%

0.0% 50.0% 100.0%

１　仕事と生活の切替えが難しい

２　仕事専用のスペースが無い

３　仕事用の机が無い

４　インターネット環境が良くない

５　周りの音が気になる

６　子供や介護されている方が気になる

７　その他

ｎ＝54(複数回答可)
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問５－２ 問５で選択肢１を選択された方に伺います。子育ての際、実施したい工事は次のうちどれです

か？（回答数は３つまで）

問５－３ 問５－２で選択した工事は実際に行いますか？（回答数は１つ）

１　行う 17.7%

２　行わない 
29.4%

３　補助金があ
れば行う 
15.8%

４　補助金があ
れば検討する 

37.0%

ｎ＝316(回答数１)

31.6%

21.5%

32.0%

18.0%

18.0%

24.7%

35.8%

40.2%

12.0%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１　衝突による事故を防止する工事

２　転倒による事故を防止する工事

３　転落による事故を防止する工事

４　子供の侵入や閉じ込め、ドアや扉へ指詰めを
防止するための鍵設置工事

５　感電や火傷を防止する工事

６　子供を見守りしやすくする工事

７　不審者の侵入を防止する工事

８　災害時の安全を確保するための工事

９　防犯安心性を確保する工事

10　その他

ｎ＝316（回答数３つまで）
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問６ あなたは現在、住み替えや自宅のリフォームを行いたいと思いますか。（回答数は１つ）

問６－２ 問６で選択肢１を選択された方に伺います。どのような住み替えを行いたいと思いましたか。

（複数回答可）

１　住み替えを行
いたい 13.1%

２　自宅のリ
フォームを行い
たい 27.1%

３　特に思わな
い 58.3%

４　その他 
1.5%

ｎ＝458(回答数１)

31.7%

10.0%

25.0%

0.0%

8.3%

5.0%

13.3%

10.0%

18.3%

6.7%

6.7%

6.7%

6.7%

18.3%

11.7%

0.0% 20.0% 40.0%

１　部屋数を多くしたい

２　部屋数を少なくしたい

３　リビングを広くしたい

４　リビングを狭くしたい

５　通勤時間を短くしたい

６　通勤時間より、周辺環境を良くしたい

７　庭が欲しい

８　庭が要らない

９　賃貸から持家にしたい

10　持家から賃貸にしたい

11　共同住宅から戸建てにしたい

12　戸建てから共同住宅にしたい

13　自然があるところに引っ越したい

14　自然は要らないから、便利なところに引っ越したい

15　その他

ｎ＝60(複数回答可)
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問６－３ 問６で選択肢２を選択された方に伺います。自宅のリフォームを行いたい場所はどこですか。

（複数回答可）

問７ あなたにとって、理想とする住宅や暮らし方はどのようなものですか。（複数回答可））

問８ 今後の住宅政策について県や市町に要望することがあれば記載してください。（500文字以内）

担当課 静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課

ＴＥＬ 054-221-3070

ＦＡＸ 054-221-3083

メール sumai@pref.shizuoka.lg.jp

68.5%

32.3%

33.9%

23.4%

28.2%

21.8%

6.5%

8.1%

25.8%

14.5%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１　水回りの設備を更新したい

２　玄関回りの設備を整備したい

３　内装を変更したい

４　間取りを変更したい

５　断熱改修をしたい

６　バリアフリー改修をしたい

７　増築したい

８　減築したい

９　庭を整備したい

10　防音リフォームをしたい

11　その他

ｎ＝124（複数回答可）

75.3%

13.3%

4.6%

60.9%

16.8%

13.3%

3.3%

9.2%

40.6%

56.3%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１　冷暖房、給湯、照明等のエネルギー使用量が抑えられ、夏に涼しく、冬に
暖かい省エネ住宅

２　都市部と地方部に２つの拠点を持ち、定期的に地方部でのんびり過ごし
たり、仕事をしたりする二地域居住

３　定額制で全国の多拠点にある住宅が住み放題となるサブスクリプショ
ン型居住サービス

４　災害時にも電気や水を使用でき、避難生活をせずに自宅生活を続ける
ことができる防災住宅

５　地域社会とのコミュニケーションがとれる、地域に開かれた住宅

６　ITを活用し、住宅内で仕事や会議ができ、宅配を利用して必要な物品
を手に入れられるような住宅内で生活が完結する暮らし

７　シェアリングサービス（車や部屋などを共有する）など、できるだけもの
を所有しない暮らし

８　最先端のセンサを使用し、非接触でストレスなく居住者の健康状態を計
測したり、家具家電をインターネットで接続して操作したりできるIoT住宅

９　庭でガーデニングを楽しんだり、日照や風通しの良さなどを感じられたりする
など多様なライフスタイルやライフステージを実現できるゆとりある住まいづくり

10　交通の便がよく、スーパーやコンビニなどの日用品販売店、学校や保
育園、図書館などの公共施設などが近くにある都市部での居住

11　その他

ｎ＝458(複数回答可)
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○ 消費者教育等に関するアンケート

問１ あなたは、商品・サービスを選択する際に、環境保全、被災地の支援、地産地消、障がいがある人へ

の支援、開発途上国の労働者の生活改善など、社会貢献につながるものを意識的に選択すること

がありますか。（回答数は１つ）

問２ あなたは倫理的消費（エシカル消費）※に関連する以下の言葉を知っていますか。（複数回答可）

※倫理的消費(エシカル消費)：地域の活性化や雇用なども含む、人や社会・環境に配慮した消費行

動のことであり、消費者それぞれが各自にとっての社会的課題の解決を考慮したり、そうした課題

に取り組む事業者を応援したりしながら消費活動を行うこと。

具体例としては、障がい者支援につながる商品等の消費(人への配慮)、公正な取引を促進し

開発途上国の労働者の生活改善を目指すフェアトレード商品や寄付付きの商品の消費(社会へ

の配慮)、エコ商品やリサイクル製品の消費(環境への配慮)、地産地消や被災地産品の消費(地

域への配慮)など。

１　よくある 
11.8%

２　ときどき
ある 54.4%

３　あまりない 
28.6%

４　ない 
5.2%

ｎ＝458(回答数１)

35.4%

27.5%

84.9%

39.3%

57.9%

62.4%

85.2%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１　エシカル

２　倫理的消費（エシカル消費）

３　エコ

４　ロハス

５　フェアトレード

６　サステナビリティ

７　ＳＤＧｓ

８　知っているものはない

ｎ＝458(複数回答可)



11

問３ あなたは、倫理的消費（エシカル消費）についてどの程度興味がありますか。（回答数は１つ）

問４ あなたは、「消費者ホットライン１８８（いやや！）」※、県民生活センターや市町消費生活センターな

どの消費生活相談窓口を知っていますか。（回答数は１つ）

※消費者ホットライン：電話で３桁の「188」番にかけると、お近くの消費生活センターや消費生活

相談窓口につながり、消費生活相談の最初の一歩をお手伝いするもの

１　非常に興味が
ある 8.5%

２　ある程度興
味がある 
56.6%

３　あまり興味が
ない 28.8%

４　まったく興味
がない 6.1%

ｎ＝458(回答数１)

１　番号
（「188」）も消費
生活相談窓口も

知っていた 
29.7%

２　番号
（「188」）は知っ
ていたが、消費
生活相談窓口は
知らなかった 

8.7%

３　番号
（「188」）は知ら
なかったが、消
費生活相談窓口
は知っていた 

39.3%

４　番号
（「188」）も消費
生活相談窓口も
知らなかった 

22.3%

ｎ＝458(回答数１)
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問５ あなたが、消費生活センター（又は消費生活相談窓口）に相談する際、連絡手段として、次のうちど

れを利用したいですか。（複数回答可）

問６ あなたが、この１年間に利用した支払形態等は次のうちどれですか。（複数回答可）

※１ 金融機関のキャッシュカードを使って、買い物等の支払ができるサービスで、支払と同時に利用した金額が銀行

口座から引き落とされるもの

※２ ここでの「電子マネー」とは、磁気カードや IC カード等に、あらかじめ現金又はクレジットカード等から貨幣通貨

を充当（チャージ）し、それを店舗等で利用するもの、または磁気カードや IC カード等をクレジットカードと連携

させ、店舗で利用し、利用金額がカード利用分に加算され後払いするもの

※３ ここでの「インターネット決済専用のプリペイドカード」とは、オンラインストアが発行するギフト券等の、インターネ

ット決済専用の電子マネーをいい、オンラインストアやコンビニエンスストア等で購入することができるもの

※４ ここでの「商品券」には、百貨店やクレジットカード会社が発行する商品券だけではなく、例えばビール券や図書

カード等を含む。

※５ 呉服、宝石、車、住宅、電化製品等の購入におけるローン払いを含む。クレジットカードの分割払いの場合は、「１

クレジットカード」を選択してください。

71.6%

3.9%

17.7%

2.0%

46.5%

38.4%

23.6%

6.6%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１　電話

２　文書

３　センターへ来訪

４　FAX

５　電子メール

６　ウェブフォーム

７　SNS

８　ウェブ会議システム

９　その他

ｎ＝458(複数回答可)

87.8%

9.2%

65.5%

65.1%

7.9%

44.3%

1.5%

1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

１　クレジットカード

２　デビットカード

３　電子マネー

４　QRコード決済

５　インターネット決済専用のプリペイドカード

６　商品券・回数券

７　分割払い

８　これらのものは利用したことがない

ｎ＝458(複数回答可)
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問７ あなたが、消費生活問題に対する取組として、静岡県に力をいれてほしいことは何ですか。（複数回

答可）

※消費者教育：自立した消費者を育成するために行われる、消費生活に関する教育や啓発活動のこ

と。静岡県では、契約等の消費生活に関する知識や消費者トラブルとその対処法等について、学

校や地域・企業など希望をいただいたところへ講師を派遣し出前講座を実施しているほか、消費

者被害防止キャンペーンの実施やリーフレットの作成、HPの掲載等により啓発を行っています。

問８ あなたは、「ユニバーサルデザイン」※という言葉を知っていますか。（回答数は１つ）

※ユニバーサルデザイン：年齢、性別、身体能力など人々が持つ様々な特性や違いを認め合って、は

じめから、できるだけすべての人が利用しやすい、すべての人に配慮した建物、製品、サービス、

環境等のデザインをしていこうとする考え方

１　言葉も意味も
知っている 
81.0%

２　言葉は知って
いるが意味は知
らない 16.4%

３　聞いたことが
ない 2.6%

ｎ＝458(回答数１)

33.2%

47.6%

29.0%

25.1%

65.5%

31.2%

2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

１　消費者教育・啓発の充実

２　消費者被害に関する迅速な情報提供の充実

３　消費生活相談窓口の更なる周知

４　消費生活相談体制の充実

５　悪質事業者の取締の強化

６　製品・サービスの事故情報、リコール情報などの
提供の充実

７　その他

ｎ＝458(複数回答可)
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問９ あなたの周りの多くの人が利用する施設では、エレベーター、スロープ、手すり、バリアフリートイレ

が整備されるなど、使いやすくなってきていると感じますか。（回答数は１つ）

問１０ あなたは、日常生活で使う製品、社会生活に必要な情報提供が、多言語対応、視覚・聴覚障害者

対応、ピクトグラム※など、さまざまな人の立場に立って配慮されてきていると感じますか。

（回答数は１つ）

※案内用図記号（ピクトグラム）とは、不特定多数の人々が利用する公共交通機関や公共施設、

観光施設等において、文字・言語によらず対象物、概念または状態に関する情報を提供する図

形です。（国土交通省ホームページより）

１　そう感じる 
14.4%

２　どちらかとい
えばそう感じる 

60.7%

３　どちらかとい
えばそう感じな

い 15.9%

４　そう感じない 
7.9% ５　その他 1.1%

ｎ＝458(回答数１)

１　そう感じる 
12.0%

２　どちらかとい
えばそう感じる 

52.2%

３　どちらかとい
えばそう感じな

い 24.2%

４　そう感じない 
10.7%

５　その他 
0.9%

ｎ＝458(回答数１)
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問１１ あなたは、日常生活において、年齢や国籍、障害等のさまざまな多様な特性や違いに配慮し、必要

な手助けをするなど、相手の立場に立って行動をしている県民が増えてきていると感じますか。

（回答数は１つ）

問１２ あなた自身が、この１年間に、次のようなユニバーサルデザインについて、その便利さを実感したも

のや、助けられたこととしてあてはまるものをすべてお選びください。（複数回答可）

１　そう感じる 
5.2%

２　どちらかとい
えばそう感じる 

41.7%
３　どちらかとい
えばそう感じな

い 34.1%

４　そう感じない 
15.7%

５　その他 
3.3%

ｎ＝458(回答数１)

42.8%

36.9%

17.2%

5.7%

12.2%

5.5%

10.7%

11.6%

25.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１　ユニバーサルデザインを取り入れた施設

２　場所、方向、内容の分かりやすい標示

３　ユニバーサルデザインを取り入れた印刷物やＨＰ

４　指さしでの意思表示や筆談が可能なカード、通
訳・翻訳アプリ

５　小さな力で操作できる道具や触るだけで中身が
分かる容器

６　道路や施設で困っていた時に他人に助けられた
経験

７　行き先や機械の操作方法が分からなかった時
に、他人に助けられた経験

８　その他の使いやすい設備、製品、サービス、他人
から受けた思いやりのある行動

９　ユニバーサルデザインの便利さを実感したり、他
人に助けられたりしたことはない

ｎ＝458(複数回答可)
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問13 消費者教育、ユニバーサルデザインの推進について、ご意見等がありましたらご自由にお書きくだ

さい。（500字以内）

担当課 くらし・環境部県民生活局県民生活課

TEL 054-221-2175

FAX 054-221-2642

メール shohi@pref.shizuoka.lg.jp

○ 観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

問１ 令和５年１月から 12月までの１年間に、宿泊を伴う旅行に、どの程度行きましたか。（回答数は 1つ）

１　10回以上 
2.2%

２　７回から９回 
1.7%

３　４回から６回 
9.4%

４　２回から３回 
29.7%

５　１回 20.3%

６　行っていない 
36.7%

ｎ＝458(回答数１)
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問２ 旅行前に旅行先の情報をどのように探しますか。（回答数は３つまで）

問３ 旅行中に旅行先の情報をどのように探しますか。（回答数は３つまで）

36.9%

8.3%

35.6%

22.5%

26.0%

16.8%

35.6%

12.7%

16.8%

11.6%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0%

１　自治体や観光協会のホームページ

２　自治体や観光協会の観光情報を提供するアプリ

３　旅行会社や宿泊予約会社のホームページ

４　旅行記が掲載されたブログやウェブサイト

５　ＳＮＳ、動画投稿サイト

６　地図情報アプリ

７　旅行雑誌やガイドブック

８　旅行会社のパンフレット

９　家族、友人からの情報

10　テレビ番組

11　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）

34.3%

13.5%

19.2%

19.9%

27.5%

33.6%

35.4%

9.8%

9.4%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0%

１　自治体や観光協会のホームページ

２　自治体や観光協会の観光情報を提供するアプリ

３　旅行会社や宿泊予約会社のホームページ

４　旅行記が掲載されたブログやウェブサイト

５　ＳＮＳ、動画投稿サイト

６　地図情報アプリ

７　旅行雑誌やガイドブック

８　旅行会社のパンフレット

９　家族、友人からの情報

10　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）
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問４ 旅行先を選ぶときに、料金以外にどのようなことを重視しますか。（回答数は３つまで）

問５ 旅行先でどのようなことが印象に残りますか。（回答数は３つまで）

70.5%

35.2%

56.8%

45.2%

17.7%

11.1%

15.1%

2.6%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１　宿

２　名産品

３　名所・旧跡

４　自然、景観

５　テーマパーク

６　お祭り、イベント

７　美術館、博物館

８　アウトドア、スポーツ

９　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）

59.2%

59.8%

63.8%

6.6%

16.6%

40.2%

7.9%

0.4%

0.0% 50.0% 100.0%

１　宿やテーマパークなどの設備

２　地元料理や地酒などの食事

３　名所・旧跡、自然、景観

４　アウトドアなどの体験

５　美術館、博物館などの鑑賞

６　買い物や街歩きなどの地域体験

７　地域の祭りなど旅先での交流、地元のおもてな
し

８　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）
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問６ 本県への観光客の受入について、どのように考えますか。（回答数は１つ）

問６－２ 問６で選択肢１または２を選択された方に伺います。その理由は何ですか。（回答数は２つまで）

１　ぜひ来てほし
い 33.6%

２　どちらかとい
えば来てほしい 

43.2%

３　あまり来ない
でほしい 
10.5%

４　絶対に来な
いでほしい 

0.9%

５　特に何も思わ
ない 9.0%

６　その他 
2.8%

ｎ＝458(回答数１)

77.8%

45.2%

10.2%

19.9%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0%

１　地域経済を回復させるためには、観光客がもた
らす経済効果が不可欠であるから

２　観光客がもたらす地域の賑わいは、地元住民の
活力にもなるから

３　観光客との交流は、地域住民の多文化理解に重
要であるから

４　観光事業者の雇用の増大につながるから

５　その他

ｎ＝352（回答数２つまで）
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問６－３ 問６で選択肢３または４を選択された方に伺います。その理由は何ですか。（回答数は２つまで）

問７ あなたの住む地域に対して誇りや愛着を持っていますか。（回答数は１つ）

１　非常に持って
いる 22.3%

２　ある程度は
持っている 
62.0%

３　あまり持って
いない 11.4%

４　まったく持っ
ていない 3.1%

５　分からない 
1.3%

ｎ＝458(回答数１)

78.8%

63.5%

17.3%

19.2%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

１　観光客の増加により、混雑や渋滞が発生するか
ら

２　ゴミの増加など生活環境や自然環境の悪化につ
ながるから

３　観光開発に伴い、景観や町並みの悪化につなが
るから

４　感染症の感染、拡大が心配だから

５　その他

ｎ＝53（回答数２つまで）
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問７－２ 問７で選択肢１または２を選択された方に伺います。あなたの住む地域を訪れた方に、地域の魅

力を紹介できますか。（回答数は１つ）

問８ 今後、どのようなテーマの観光をしたいですか。（回答数は３つまで）

１　十分に紹介で
きる 12.2%

２　ある程度は
紹介できる 
64.5%

３　あまり紹介で
きない 21.8%

４　まったく紹介
できない 1.0%

５　分からない 
0.5%

ｎ＝386(回答数１)

64.2%

37.3%

10.3%

46.3%

11.6%

41.9%

10.5%

29.9%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

１　食・食文化・食体験

２　温泉・サウナ

３　スポーツ

４　歴史・文化

５　映画、ドラマ、アニメなどのロケ地・モデル地

６　自然

７　アウトドア

８　文化芸術

９　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）
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問９ 静岡県では、多彩な観光資源を活用したサステナブルツーリズム※を推進しています。サステナブ

ルに関して、旅行する際にどのようなことを心がけていますか。（回答数は３つまで）

※訪問客、業界、環境及び訪問客を受け入れるコミュニティのニーズに対応しつつ、現在及び将来

の経済、社会、環境への配慮を十分に考慮した観光

問 10 今後１年間において、よりサステナブルな旅行を心がけたいですか。（回答数は１つ）

１　心がけていき
たい 58.7%２　特に心がけな

い 20.5%

３　わからない 
20.7%

ｎ＝458(回答数１)

35.6%

40.6%

28.2%

3.9%

5.7%

13.3%

38.4%

3.1%

16.2%

6.6%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１　旅行先でのゴミを持ち帰っている

２　フードロスに配慮している

３　宿泊施設のサービス提供

４　サステナブルに積極的な宿泊施設を選択している

５　ＣＯ２排出の少ない公共交通機関や自転車等を移動手段にして
いる

６　地域固有の建築物、史跡等の保全に取り組んでいる観光地を
選択している

７　地域ならでは食材を使った料理を食べるようにしている

８　サステナブルな旅行商品を選択している

９　特に心がけていない

10　旅行に行かない

11　その他

ｎ＝458（回答数３つまで）
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問１１ 今後の県の観光施策に関して、ご意見やご提案等がありましたら、ご自由にお書きください。

（500字以内）

担当課 観光政策課

電話 054-221-3617

FAX 054-221-3627

メール kankou2@pref.shizuoka.lg.jp


